
事 業 名 新潟県中越沖地震復旧事業（一般国道８号大積千本災害応急復旧事業、一般国道
３５２号道路災害復旧工事、北陸自動車道における新潟県中越沖地震災害応急復旧
事業）

受賞機関 国土交通省北陸地方整備局 長岡国道事務所
新潟県柏崎地域振興局
東日本高速道路�新潟支社 長岡管理事務所
東日本高速道路�新潟支社 上越管理事務所

実施期間 平成１９年７月１７日～平成１９年９月２８日（一般国道８号）
平成１９年７月２０日～平成１９年１１月３０日（一般国道３５２号）
平成１９年７月１６日～平成１９年１２月５日（北陸自動車道）

〔事業概要と評価〕

○新潟県中越沖地震の災害応急復旧において、緊急車両の通路・支援ルートの確保を短期間に進め、支援物資・
復旧資材の輸送に貢献。

○搬出土量の削減などの工夫により交通開放までの施工時間の短縮を図るなど、早期の復旧。
○現場状況のみではなく、周辺の被災状況も踏まえ復旧工法を決定し迅速復旧。
賛助会員：鹿島建設�、佐藤工業�、世紀東急工業�北陸支店、地崎道路�東京支店、東洋ランドテクノ�北陸支店、�福田組、福田道路�新潟本店、
三井住友建設�

事 業 名 社会実験バスレーンを利用した自転車走行指導帯の設置
受賞機関 国土交通省北陸地方整備局 金沢河川国道事務所
実施期間 平成１９年１月１０日～平成１９年９月３０日

〔事業概要と評価〕

○全国に珍しいバスレーンを利用した自転車走行指導帯の設置。
○地域住民・学校関係者・バス事業者・警察・道路管理者等の協働により社会実験を経て結実。
○自転車・歩行者の安全確保のみに留まらず、自転車利用者のマナー向上や通勤手段の車から自転車への転換
など、渋滞対策やCO２削減にも寄与。

対策前 対策後

お盆の交通繁忙期状況 国道８号の崩壊 震災から７日で交通解放
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